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１．奈良県のCI、一致指数（知事公室統計課）
①奈良県の6月の一致指数は 137.1 で、
前月を1.4 ポイント下回り、2ヶ月連
続でマイナスとなったが、3カ月後方
移動平均では12カ月ぶりにプラスに
なっており、悪いとは言えない。

先行指数は92.0で2カ月連続でプラ
スとなっている。

一致指数のマイナスの主な要因は
有効求人倍率と有効求人充足率がマ
イナスになったためである。

先行指数のプラスの主な要因は、
所定外労働時間数と新設住宅着工指
数がプラスに転じたからと言える。

現状、奈良県の景気動向指数は
「改善」していると言える。
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２．個人消費：百貨店・スーパー販売額・乗用車販売台数（南都
経済研究所、経済産業省等）

①6月の百貨店・スーパー販売額
は、1.2％減の182億円で、2カ月
連続の減少。既存店ベースでは
1.7％減で7カ月連続でマイナス
となっており、良いとは言えな
い。

②内容的には衣料品は▲1.3％
で、飲食料品が▲0.5％減であ
り、引き続き衣服に対する出費
を控えていると同時に、飲食料
品も減少に転じた。

③7月の乗用車販売台数は、
0.6％増の3,593台で9カ月連続の
増加となっているが、増加幅は
大幅に縮小した。
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３．生産：住宅着工（南都経済研究所）

今月は、旅行を特集することか
ら住宅着工についての統計資料を
示す。

6月の新設住宅着工数は、597戸
と3.1％減少した。

具体的には持家は8.2％減の247
戸、貸家は14.2％減の163戸、分
譲住宅は11.5％減の139戸となっ
ている。

グラフからここ1年間の着工戸
数は、毎月600戸前後で落ち着い
ていることがわかる。
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３．生産：生産（南都経済研究所、奈良県知事公室統計課）

①６月の鉱工業生産指数は、
88.1と前月比0.1％減で2カ月
連続で低下した。なお、2010
年を100としている。

②在庫指数も152.2で前月比
1.1％上昇し、3カ月振りの上
昇となった。在庫は減少した
ほうが、売れていることを示
す。

③業種別に見てみると、木
材・木製品は前月比6.3％増
加している。その他上向いて
いる業種は、非鉄金属、鉄鋼
業等9業種あり、上昇してい
る業種が低下している業種よ
り多くなっている。
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３．生産：設備投資（内閣府）

①全国の7月の機械受注（船
舶・電力を除く民需）は対
前年比1.1％増である。

②具体的には、製造業が
2.9％増で、非製造業が4.8％
増となっている。

③今後の四半期の見通しは
増加傾向にあり、設備投資
は、改善していると言え
る。
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４．雇用：雇用情勢（南都経済研究所、奈良労働局）

①６月の新規求人数は8,224人で、
前年同月比4.5％増と、3カ月連続
で増加している。

②有効求人数も23,967人で前年同
月比8.6％増と、26カ月連続で増加
している。

③一方で、新規求職者数は4,484人
で前年同月比3.8％減と2カ月連続
で減少している。

④また、有効求職者数は18,897人
で前年同月比2.8％減で、18カ月連
続で減少している。

引き続き、採用環境は厳しく、
採用は難しくなっている。
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５．景気：倒産（南都経済研究所、帝国データバンク）

①7月の倒産件数は、４件で
18カ月連続で一桁台で推移し
ている。

②負債総額は239百万円と
なっている。倒産原因は、全
ての倒産が、競争激化や消費
動向の停滞などを背景とした
販売不振である。

③業種別では建設業、卸売
業、小売業、及び、製造業各
１件であり、全てが自己破産
であった。
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６．9月の特集：旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）
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（１）延宿泊旅行者数

全国の2016年度の宿泊旅行実施
率は54.8％で2004年度の調査開始
以来最低の数字。

旅行実施者の年間旅行平均回数は
2.77回で、1回の宿泊数は平均1.76
泊となっている。

ここから、単に毎年同じことを
やっていては、宿泊人数は減ってい
くということが言える。

注：宿泊旅行とは、国内での宿泊を
伴う旅行で出張・帰省・就学旅行を
除いたもの。宿泊旅行実施率は、
2017年に全国から7万件アンケート
を回収して日本国内に住む方の
2016年度に宿泊旅行をした割合を
算出したもの。



６．旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）

（２）性・年代別実施率、旅行
者数

最も延べ宿泊旅行者数が多い
のは50～79歳の女性で3,855万
人であり、次が50～79歳の男
性3,772万人である。

実施率自体は、20～34歳女
性で60.3％であるが人数言えば
1,543万人で上記の3分の１に過
ぎない。

ここから、50歳を超えた方々
が好む食事、イベントを考える
必要があると言える。
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６.9月の特集：旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）

（３）宿泊旅行の費用総額

16年度の1回当たりの費用総額
は49,300円で、前年度を下回っ
た。

現地の小遣いは16,300円であ
り、ここから如何にお土産や食
事等に使ってもらうかが、重要
となる。
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６．旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）

（４）同行者

最も多いのが夫婦2人の旅行で
25.5％で増加傾向にある。次いで、一
人旅が17.2％と多い。

イベント、お土産を考える際は、こ
れらの旅行者をターゲットに考える必
要がある。

なお、一人旅の構成比で一番多いの
は、20～34歳の男性で29.1％、次い
で、35～49歳の男性で24.2％である。
また、50～79歳の男性も20.1％と多
い。

これらの客層が好むものを考える必
要がある。
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６．旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）

（５）選んだ理由別ランキング

奈良県は「特定の観光地・ス
ポットの興味」で1位になって
いる。一方で、右記の他の選ん
だ理由のベスト１０には入って
いない。

食・特産品に興味でベスト１
０に入っていないのは課題と言
える。

なお、特定の観光地とは奈良
公園周辺と考えられる。
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６．旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）

（６）都道府県別魅力

奈良県は、おいしい食
べ物、特産品、及び、宿
泊施設いずれもベスト１
０に入っていない。

旅行者の心に残るよう
な、食べ物、及び、特産
品を如何に開発していく
かが課題と言える。
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６．旅行アンケート（リクルートライフスタイル；じゃらん宿泊旅行調査2017）
（７）今後1年以内に行っ
てみたい旅行

最も多いのが「おいしい
ものを食べる旅行」45.9％、
次に多いのが「環境を変え
て気分転換をする旅行」
42.3％である。これは年齢
別でみてもほぼ変わらない。

黒滝村、下市町、天川村
いずれも環境を変えること
ができる自然環境を持って
おり、これをどうやって訴
えていくかが課題と言える。
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